
和光市まちづくり寄付条例について

後の公共施設のあり方を仮説として設定する「和光市公共施設マネジメント実行計画」の策定に向け取り組んでお
ります。現在、市民及び有識者からご意見を集約するための委員公募が終了したところから、今後は、市民検討委員
会で「和光市公共施設マネジメント実行計画」にご意見をいただき、併せて公共施設等総合管理計画の中で推進体
制として定められております市長・副市長・部長級で組織された推進委員会、公共施設を管理する課長級の検討委員
会で検討するとともに、市民説明会、パブリック・コメント等を行い、幅広い市民の方からご意見をいただきながら、
計画の策定に努めてまいります。
[コメント]　地方公共団体においては、厳しい財政状況が続く中で、公共施設等の老朽化対策が大きな課題となってい
ます。今後、人口変動等により公共施設等の利用需要が変化していくことが予想されることを踏まえ、早急に公共施設
等の全体の状況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担を
軽減・平準化するとともに、公共施設等の最適な配置を実現することが必要となっていますが、今後検討していく中で、
地域住民の方に不便が生じないように、また、住民サービスが低下しないようにして頂きますようにお願いしました。

まちづくり寄付条例改正検討委員会が6月から開催されています。現在和光市では、寄付について、条例と規則があ
り一本化することと、8つの事業の見直しについて検討されています。私から1点要望をさせていただきました。寄付
者による用途の指定の中に、市民が事業計画した事業という項目を入れて頂くようにお願いしました。例として、地
域住民が地域センター設置に対しての要望などの事業に寄付を行った場合などに対応できるよう、8つの寄付事業
に入れていただくようにお願いいたします。また今回、寄付金を活用する上で、柔軟な対応が図れるよう、その他市
長が必要と認める事業という項目を寄付事業として、条例に盛り込むことも検討されていますので、市長が認めて
いただければ、出来ることと思いますが、8つの寄付事業の中に、市民が要望した事業という項目も入れていただき
ますように要望しました。
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市政に対するご意見・ご要望、またなにかの時には、なんでもご遠慮なくご相談下さい。皆さんと一緒に考えて行きます。市政に対するご意見・ご要望、またなにかの時には、なんでもご遠慮なくご相談下さい。皆さんと一緒に考えて行きます。市政に対するご意見・ご要望、またなにかの時には、なんでもご遠慮なくご相談下さい。皆さんと一緒に考えて行きます。

　平成28年和光市議会9月定例会（議会）が、8月25日（木）より会期22日間の
日程で開会し9月15日（木）に閉会致しました。今議会には議案34号から議案
58号までの25議案が上程されました。審議内容及び審議結果については、和
光市議会ホームページにてご確認ください。私は今回全ての議案に対して賛成
致しました。

尚、和光市議会を広く市民の方々に公開し、より開かれた議会を推進するために、開催中の市議
会の音声及び画像を記録し、インターネット上で公開しています。録画中継は、原則として本会
議の翌日から起算して5日（土日を除き）以降に配信することになっています。

議案第34号「和光市教育委員会教育長の任命について」戸部(とべ)恵一(けいいち)氏の任命を
承認しました。
議案第58号「和光市議会委員会条例の一部を改正する条例を定めることについて」は、議案第
40号「和光市部設置条例の一部を改正する条例」が原案のとおり可決されたため、新たに「子ど
もあんしん部」が設置されることに伴い、文教厚生常任委員会の所管に「子どもあんしん部」を
追加することにより、「和光市議会委員会条例」も改正する必要が生じたため、議案第58号とし
て、副議長提案として提出しました。
議案第45号「平成28年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第2号）」について、次の内容の賛成
討論をしました。

議案第57号「平成28年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第３号）」については、理化学研究所
の偉業である新元素の合成・発見を記念して、新元素発見記念通りとしてシンボルロードの整備
等を行い、市民が理化学に触れる憩いの空間を創出し、併せて和光の魅力を市内外に発信する
ための補正がされました。

質問内容等は、和光市議会ホームページ議会会議録検索システムを利用しご確認ください。

●開催日時　平成28年11月2日（木）
●受付：午前9時30分～
●開会：午前10時～（所要時間1時間30分程度）
●開催場所　和光市役所５階　503会議室

①議会報告
 平成27年度決算の審査概要の報告
②意見交換会
 テーマ「子育て支援について」

和光市議会（全員議員）で行う議会報告会を開催いたします。

内   

容

　今回提案された補正予算に賛成するものでありますが、一点だけ指摘させていただきます。
保育園費、民間保育所等基盤整備について、このことは、待機児童解消に向けての整備である
と認識していますが、平成26年12月定例会での私の質問のなかで、武道館閉館解体について
の質問で、武道館の跡地利用については隣接する第三小学校の学校用地として整備して利用
するとの答弁がありました。理由については、第三小学校の農協通り校門周辺は狭く、登校時
間中に給食の搬入車両も出入りすることや、農協通りについては、自動車の交通量も多く、登
下校時の安全確保が必要であるため、武道館跡地から児童が登下校できるよう、新たに通用
門を設けるとのことでした。通用門の整備は終わっていますが、まだ、使用はしていないよう
です。今回、保育所が整備されることにより、新たに設けた通用門は校門より狭くより危険とな
るように思います。第３小学校の児童が安心・安全に登下校出来るような通用門の整備をお願
いし賛成討論といたします。

◎今回初めての試みとして、テーマを決めての意見交換会を開催します。子育てについて、議員と話をしましょう。皆さん是非参加してください。

その他
◉介護離職対策
◉総合児童センター、プール、認定子ども園総合計画 についても質問しました。



吉田たけしが市政に対する一般質問をした内容（抜粋）

子ども貧困対策について

中学校建設について

保育士の確保、質の向上について

公共施設等総合管理計画について
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[質問]　私は、新倉・下新倉地域に小・中学校建設を要望する会に携わったものとして質問しました。中学校建設につ
いて、保護者の方は、小学校は今年４月に開校しました。次は中学校だと皆さんが思っております。以前、私の質問の
答弁の中で、中学校建設は小学校建設の進捗状況を見きわめた中で検討していくとありました。しかし、先日の全員
協議会において、中学校建設についての説明がありました。基本方針として、現在の3校体制を維持する。大和中学
校の生徒数を緩和するため、通学区域の変更。駅北側への中学校の設置は、今後のまちづくりによる人口動態を踏
まえ、必要に応じて検討するとなっておりますが、中学校については、建設しないとの決定と理解してよいのか。
[答弁]　5月の政策会議の決定に基づき、関係課長会議において原案を作成し、8月の政策会議を経て策定したもの
です。市民からの意見募集を実施しており、意見募集の結果を踏まえ10月の政策会議で最終案を決定します。その
後、教育委員会及び総合教育会議において協議し、基本方針が決定する予定となっています。
[コメント]　説明会の開催案内は8月29日に配布され、9月4日の説明会開催でした。急ぐわけがあったのか？無理が
あったと思います。
平成21年６月から開催された、和光市立小・中学校の適正配置・適正規模等検討委員会において、当時、小学校建設
についても、今回と同様に、通学区域変更を行えば新設の小学校は必要ないとの意見もありましたが、適正配置が
重要視され、新倉・下新倉地域に小・中学校を設置することが適正配置の観点から必要とされました。基本方針とし
て、駅北側への中学校の設置は、今後のまちづくりによる人口動態を踏まえ、必要に応じて検討するとなっておりま
すが、中学校建設には2万㎡の用地が必要だと聞いています、中学校を建設することになってからでは、用地確保も
難しいと思います。今、清掃センター近くのヘリポートが今年いっぱいで、撤退することにより、1万㎡の敷地が空く
ようです。地権者の中には、売却してもいいとの方もいるようです。中学校建設用地としても、また、清掃センターの
建替え地としても、代替え地の確保としても、いろいろなところに利用できると思います。先見の目を持って考える
ことが大切です。この土地の購入や借りることを考えてはと思います。今後なにをするにも用地が必要となります。
是非検討していただくようにお願いしました。また、平成20年６月定例会において、新倉・下新倉地域への小・中学校
建設に関する陳情が採択され、和光市立小・中学校の適正配置・適正規模等検討委員会が開かれました。この委員会
でも新倉・下新倉地域に小・中学校は必要だとされました。大和中学校も生徒の増加により施設も大変手狭になって
きているようです。保護者の皆さんは、今度は中学校建設を強く要望しております。私も、学校建設の要望に携わっ
た者として、中学校建設の検討・計画を強く要望しました。

[質問]　子どもの6人に１人が貧困に悩み、待ったなしの対策が求められています。中でも深刻なのは母子家庭など
のひとり親世帯の子どもで、貧困率は54.6％、2人に1人を超えています。いったん貧困状態に陥ると、独力のみで、
貧困を脱出することが困難になり、貧困から脱出できない環境になってしまうという、「貧困の連鎖」の問題もあり
ます。独力で脱出できないのであれば、まさに行政の出番であります。中でも、子どもの貧困の解決には、様々な観
点から、具体的かつ直接的な支援が必要となると考えます。当市における貧困対策に対する計画策定についてのお
考えを伺う。
[答弁]　子ども・子育て支援事業計画において、複合的な課題を有する生活困窮家庭や、ひとり親家庭等に対する課
題解決や自立支援の取組を「ライフデザインプラン」として策定する生活困窮者支援計画と連動させ、予防的な視
点を持って事業を推進することを定めており、ライフデザインプランにおいて、子どもの学習支援事業となる和光市
アスナル学習支援教室の実施を掲げるなど、計画に基づき施策を推進しているところです。
[質問]　当市では、生活困窮世帯の小学生4年生から中学3年生を対象にアスナル教室を開校していますが、学年が
上がると、学校だけでなく、学校以外での学習についての支援も、重要となってくると考えます。学校以外の学習機
関が、基礎学力の定着や、高度な知識の習得のために、無視できない存在となっています。家庭の経済状況が、塾に

通えないという、子どもの学習機会の格差を生んでいます。こういった状況の改善に向けて、大阪市では、家庭の経
済状況に応じて、月額１万円を上限として、学習塾に加え、家庭教師やスポーツ教室の授業料などを助成する事業を
実施しています。当市においても、学習塾や習い事の授業料に対して、家庭の所得に応じて、一定額を助成する制度
を導入してはと考えますがいかがか。
[答弁]　アスナル学習支援教室によって、学力向上だけではなく、包括ケアのもと、アスナル教室に通う子どもさん
の家庭の状況も把握し相談支援を行っています。その事からして、学力向上を基本目標とした塾の助成金について
は、考えておりません。
[質問]　生活の支援について、正しい生活習慣と、バランスの取れた食生活は、子どもの健全な成長にとって重要で
す。しかし、貧困状態にある家庭の子どもは、コメやパン、めん類といった炭水化物が多く、肉や魚のたんぱく質やビ
タミン、ミネラルが不足しているなど、栄養に偏りがある、という調査結果がでています。こうした状況の改善に向け
て、「子ども食堂」という取り組みが注目されています。放課後子ども教室を「子ども食堂」としても運営することで、
食生活・教育支援の両面からも、子どもを支える効果があると考えます。「子ども食堂」の設置を検討してはどうか。
[答弁]　アスナル教室の学習支援員等から、食事等についての相談等の報告はありませんが、今後、アスナル教室
等で、調査を行い、その結果において、地域包括ケアマネジメントの中で検討したい。
[コメント]　子どもの貧困対策の大綱では、重点施策として、教育の支援、生活の支援、保護者に対する就労の支援、
経済的支援が挙げられ、様々な対策がとられています。教育の支援についてですが、家庭の経済状況に関わらず、子
どもが教育を受ける権利を保障することは、最重要課題であり、学力の向上は、自らの力で貧困の連鎖を断ち切るた
めの、大きな武器となると考えます。是非、子どもへの直接の支援となる、教育の支援と生活の支援を行って頂くよ
うにお願いしました。また、1人で夜、食事をせざるを得ない子どもの独食、孤独に陥っているのは子どもだけでな
く、1人暮らしの高齢者も寂しい思いをしています。子ども食堂に1人暮らしのお年寄りも一緒に食事できるような、
世代を越えた子ども食堂、交流サロンをつくっていただくようにお願いしました。

[質問]　当市の保育士の確保に対して、どのような取り組みを行っているのか、また、保護者の方々は、質の高い保
育を求めています。保育の質の向上に向けた取り組みについて伺う。
[答弁]　保育士の人材確保に向けた新たな取組として、今年度から保育実習生を受け入れる際に、単に資格取得の
場の提供のみならず、当市の先進的施策でもあるネウボラの研修を組み、新たな保育士像のあり方をレクチャーし、市
の魅力をＰＲする中で、市内事業所に就職可能性を高めるような覚書を学校側と締結し、実習生を受入れています。ま
た、市内の全保育所及び小規模作業所と合同で実施する「保育士就職相談会」なども実施する予定です。保育士の質
の向上としては、保育所等事業者連絡会を開催し、市内の全ての保育事業者を集め、「子ども・子育て支援事業従事者
研修会」を開催しました。また、今後におきましては、保育士の技術や専門性を給与に適切に反映させるための仕組み
となる独自のキャリア段位制度の確立を目指し、知識とスキルの両面から質の向上を図る取組を検討してまいります。
[コメント]　保育士の資格を持ちながら仕事をしていない潜在保育士のうち、現場復帰を希望している人が県内に
5000人以上いることが県の調査で分かりました。今、県内の保育士の有効求人倍率は1.85倍と保育士が不足して
います。埼玉県では、出産や子育てなどで離職した元保育士の職場復帰を後押しするために、最近の保育現場の状
況などを説明した冊子を作成して配布したり、職場体験や就職説明会などを行って、保育士確保に努めているよう
です。当市も保育士確保のために保育士研修生の受け入れ、保育士就職相談会を開催する予定とのことですので、
是非、開催し保育士確保に努めて頂きますようにお願いしました。保育士確保は、保育の向上にもつながると考えます。

[質問]　公共施設等について、長期的な視点を持って、更新・統廃合・長寿命化等を計画的に行い、財政負担を軽減・
平準化とともに、公共施設等の最適な配置を実現するために「和光市公共施設等総合管理計画」を策定しました。今
現在の公共施設等総合管理計画の進捗状況を伺う。
[答弁]　平成２８年度からは個別の公共施設について、保有総数の抑制と共に、複合化・多機能化の検討を含めた今
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子ども貧困対策について

中学校建設について
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[質問]　私は、新倉・下新倉地域に小・中学校建設を要望する会に携わったものとして質問しました。中学校建設につ
いて、保護者の方は、小学校は今年４月に開校しました。次は中学校だと皆さんが思っております。以前、私の質問の
答弁の中で、中学校建設は小学校建設の進捗状況を見きわめた中で検討していくとありました。しかし、先日の全員
協議会において、中学校建設についての説明がありました。基本方針として、現在の3校体制を維持する。大和中学
校の生徒数を緩和するため、通学区域の変更。駅北側への中学校の設置は、今後のまちづくりによる人口動態を踏
まえ、必要に応じて検討するとなっておりますが、中学校については、建設しないとの決定と理解してよいのか。
[答弁]　5月の政策会議の決定に基づき、関係課長会議において原案を作成し、8月の政策会議を経て策定したもの
です。市民からの意見募集を実施しており、意見募集の結果を踏まえ10月の政策会議で最終案を決定します。その
後、教育委員会及び総合教育会議において協議し、基本方針が決定する予定となっています。
[コメント]　説明会の開催案内は8月29日に配布され、9月4日の説明会開催でした。急ぐわけがあったのか？無理が
あったと思います。
平成21年６月から開催された、和光市立小・中学校の適正配置・適正規模等検討委員会において、当時、小学校建設
についても、今回と同様に、通学区域変更を行えば新設の小学校は必要ないとの意見もありましたが、適正配置が
重要視され、新倉・下新倉地域に小・中学校を設置することが適正配置の観点から必要とされました。基本方針とし
て、駅北側への中学校の設置は、今後のまちづくりによる人口動態を踏まえ、必要に応じて検討するとなっておりま
すが、中学校建設には2万㎡の用地が必要だと聞いています、中学校を建設することになってからでは、用地確保も
難しいと思います。今、清掃センター近くのヘリポートが今年いっぱいで、撤退することにより、1万㎡の敷地が空く
ようです。地権者の中には、売却してもいいとの方もいるようです。中学校建設用地としても、また、清掃センターの
建替え地としても、代替え地の確保としても、いろいろなところに利用できると思います。先見の目を持って考える
ことが大切です。この土地の購入や借りることを考えてはと思います。今後なにをするにも用地が必要となります。
是非検討していただくようにお願いしました。また、平成20年６月定例会において、新倉・下新倉地域への小・中学校
建設に関する陳情が採択され、和光市立小・中学校の適正配置・適正規模等検討委員会が開かれました。この委員会
でも新倉・下新倉地域に小・中学校は必要だとされました。大和中学校も生徒の増加により施設も大変手狭になって
きているようです。保護者の皆さんは、今度は中学校建設を強く要望しております。私も、学校建設の要望に携わっ
た者として、中学校建設の検討・計画を強く要望しました。

[質問]　子どもの6人に１人が貧困に悩み、待ったなしの対策が求められています。中でも深刻なのは母子家庭など
のひとり親世帯の子どもで、貧困率は54.6％、2人に1人を超えています。いったん貧困状態に陥ると、独力のみで、
貧困を脱出することが困難になり、貧困から脱出できない環境になってしまうという、「貧困の連鎖」の問題もあり
ます。独力で脱出できないのであれば、まさに行政の出番であります。中でも、子どもの貧困の解決には、様々な観
点から、具体的かつ直接的な支援が必要となると考えます。当市における貧困対策に対する計画策定についてのお
考えを伺う。
[答弁]　子ども・子育て支援事業計画において、複合的な課題を有する生活困窮家庭や、ひとり親家庭等に対する課
題解決や自立支援の取組を「ライフデザインプラン」として策定する生活困窮者支援計画と連動させ、予防的な視
点を持って事業を推進することを定めており、ライフデザインプランにおいて、子どもの学習支援事業となる和光市
アスナル学習支援教室の実施を掲げるなど、計画に基づき施策を推進しているところです。
[質問]　当市では、生活困窮世帯の小学生4年生から中学3年生を対象にアスナル教室を開校していますが、学年が
上がると、学校だけでなく、学校以外での学習についての支援も、重要となってくると考えます。学校以外の学習機
関が、基礎学力の定着や、高度な知識の習得のために、無視できない存在となっています。家庭の経済状況が、塾に

通えないという、子どもの学習機会の格差を生んでいます。こういった状況の改善に向けて、大阪市では、家庭の経
済状況に応じて、月額１万円を上限として、学習塾に加え、家庭教師やスポーツ教室の授業料などを助成する事業を
実施しています。当市においても、学習塾や習い事の授業料に対して、家庭の所得に応じて、一定額を助成する制度
を導入してはと考えますがいかがか。
[答弁]　アスナル学習支援教室によって、学力向上だけではなく、包括ケアのもと、アスナル教室に通う子どもさん
の家庭の状況も把握し相談支援を行っています。その事からして、学力向上を基本目標とした塾の助成金について
は、考えておりません。
[質問]　生活の支援について、正しい生活習慣と、バランスの取れた食生活は、子どもの健全な成長にとって重要で
す。しかし、貧困状態にある家庭の子どもは、コメやパン、めん類といった炭水化物が多く、肉や魚のたんぱく質やビ
タミン、ミネラルが不足しているなど、栄養に偏りがある、という調査結果がでています。こうした状況の改善に向け
て、「子ども食堂」という取り組みが注目されています。放課後子ども教室を「子ども食堂」としても運営することで、
食生活・教育支援の両面からも、子どもを支える効果があると考えます。「子ども食堂」の設置を検討してはどうか。
[答弁]　アスナル教室の学習支援員等から、食事等についての相談等の報告はありませんが、今後、アスナル教室
等で、調査を行い、その結果において、地域包括ケアマネジメントの中で検討したい。
[コメント]　子どもの貧困対策の大綱では、重点施策として、教育の支援、生活の支援、保護者に対する就労の支援、
経済的支援が挙げられ、様々な対策がとられています。教育の支援についてですが、家庭の経済状況に関わらず、子
どもが教育を受ける権利を保障することは、最重要課題であり、学力の向上は、自らの力で貧困の連鎖を断ち切るた
めの、大きな武器となると考えます。是非、子どもへの直接の支援となる、教育の支援と生活の支援を行って頂くよ
うにお願いしました。また、1人で夜、食事をせざるを得ない子どもの独食、孤独に陥っているのは子どもだけでな
く、1人暮らしの高齢者も寂しい思いをしています。子ども食堂に1人暮らしのお年寄りも一緒に食事できるような、
世代を越えた子ども食堂、交流サロンをつくっていただくようにお願いしました。

[質問]　当市の保育士の確保に対して、どのような取り組みを行っているのか、また、保護者の方々は、質の高い保
育を求めています。保育の質の向上に向けた取り組みについて伺う。
[答弁]　保育士の人材確保に向けた新たな取組として、今年度から保育実習生を受け入れる際に、単に資格取得の
場の提供のみならず、当市の先進的施策でもあるネウボラの研修を組み、新たな保育士像のあり方をレクチャーし、市
の魅力をＰＲする中で、市内事業所に就職可能性を高めるような覚書を学校側と締結し、実習生を受入れています。ま
た、市内の全保育所及び小規模作業所と合同で実施する「保育士就職相談会」なども実施する予定です。保育士の質
の向上としては、保育所等事業者連絡会を開催し、市内の全ての保育事業者を集め、「子ども・子育て支援事業従事者
研修会」を開催しました。また、今後におきましては、保育士の技術や専門性を給与に適切に反映させるための仕組み
となる独自のキャリア段位制度の確立を目指し、知識とスキルの両面から質の向上を図る取組を検討してまいります。
[コメント]　保育士の資格を持ちながら仕事をしていない潜在保育士のうち、現場復帰を希望している人が県内に
5000人以上いることが県の調査で分かりました。今、県内の保育士の有効求人倍率は1.85倍と保育士が不足して
います。埼玉県では、出産や子育てなどで離職した元保育士の職場復帰を後押しするために、最近の保育現場の状
況などを説明した冊子を作成して配布したり、職場体験や就職説明会などを行って、保育士確保に努めているよう
です。当市も保育士確保のために保育士研修生の受け入れ、保育士就職相談会を開催する予定とのことですので、
是非、開催し保育士確保に努めて頂きますようにお願いしました。保育士確保は、保育の向上にもつながると考えます。

[質問]　公共施設等について、長期的な視点を持って、更新・統廃合・長寿命化等を計画的に行い、財政負担を軽減・
平準化とともに、公共施設等の最適な配置を実現するために「和光市公共施設等総合管理計画」を策定しました。今
現在の公共施設等総合管理計画の進捗状況を伺う。
[答弁]　平成２８年度からは個別の公共施設について、保有総数の抑制と共に、複合化・多機能化の検討を含めた今
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和光市まちづくり寄付条例について

後の公共施設のあり方を仮説として設定する「和光市公共施設マネジメント実行計画」の策定に向け取り組んでお
ります。現在、市民及び有識者からご意見を集約するための委員公募が終了したところから、今後は、市民検討委員
会で「和光市公共施設マネジメント実行計画」にご意見をいただき、併せて公共施設等総合管理計画の中で推進体
制として定められております市長・副市長・部長級で組織された推進委員会、公共施設を管理する課長級の検討委員
会で検討するとともに、市民説明会、パブリック・コメント等を行い、幅広い市民の方からご意見をいただきながら、
計画の策定に努めてまいります。
[コメント]　地方公共団体においては、厳しい財政状況が続く中で、公共施設等の老朽化対策が大きな課題となってい
ます。今後、人口変動等により公共施設等の利用需要が変化していくことが予想されることを踏まえ、早急に公共施設
等の全体の状況を把握し、長期的な視点をもって、更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担を
軽減・平準化するとともに、公共施設等の最適な配置を実現することが必要となっていますが、今後検討していく中で、
地域住民の方に不便が生じないように、また、住民サービスが低下しないようにして頂きますようにお願いしました。

まちづくり寄付条例改正検討委員会が6月から開催されています。現在和光市では、寄付について、条例と規則があ
り一本化することと、8つの事業の見直しについて検討されています。私から1点要望をさせていただきました。寄付
者による用途の指定の中に、市民が事業計画した事業という項目を入れて頂くようにお願いしました。例として、地
域住民が地域センター設置に対しての要望などの事業に寄付を行った場合などに対応できるよう、8つの寄付事業
に入れていただくようにお願いいたします。また今回、寄付金を活用する上で、柔軟な対応が図れるよう、その他市
長が必要と認める事業という項目を寄付事業として、条例に盛り込むことも検討されていますので、市長が認めて
いただければ、出来ることと思いますが、8つの寄付事業の中に、市民が要望した事業という項目も入れていただき
ますように要望しました。
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　平成28年和光市議会9月定例会（議会）が、8月25日（木）より会期22日間の
日程で開会し9月15日（木）に閉会致しました。今議会には議案34号から議案
58号までの25議案が上程されました。審議内容及び審議結果については、和
光市議会ホームページにてご確認ください。私は今回全ての議案に対して賛成
致しました。

尚、和光市議会を広く市民の方々に公開し、より開かれた議会を推進するために、開催中の市議
会の音声及び画像を記録し、インターネット上で公開しています。録画中継は、原則として本会
議の翌日から起算して5日（土日を除き）以降に配信することになっています。

議案第34号「和光市教育委員会教育長の任命について」戸部(とべ)恵一(けいいち)氏の任命を
承認しました。
議案第58号「和光市議会委員会条例の一部を改正する条例を定めることについて」は、議案第
40号「和光市部設置条例の一部を改正する条例」が原案のとおり可決されたため、新たに「子ど
もあんしん部」が設置されることに伴い、文教厚生常任委員会の所管に「子どもあんしん部」を
追加することにより、「和光市議会委員会条例」も改正する必要が生じたため、議案第58号とし
て、副議長提案として提出しました。
議案第45号「平成28年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第2号）」について、次の内容の賛成
討論をしました。

議案第57号「平成28年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第３号）」については、理化学研究所
の偉業である新元素の合成・発見を記念して、新元素発見記念通りとしてシンボルロードの整備
等を行い、市民が理化学に触れる憩いの空間を創出し、併せて和光の魅力を市内外に発信する
ための補正がされました。

質問内容等は、和光市議会ホームページ議会会議録検索システムを利用しご確認ください。

●開催日時　平成28年11月2日（木）
●受付：午前9時30分～
●開会：午前10時～（所要時間1時間30分程度）
●開催場所　和光市役所５階　503会議室

①議会報告
 平成27年度決算の審査概要の報告
②意見交換会
 テーマ「子育て支援について」

和光市議会（全員議員）で行う議会報告会を開催いたします。

内   

容

　今回提案された補正予算に賛成するものでありますが、一点だけ指摘させていただきます。
保育園費、民間保育所等基盤整備について、このことは、待機児童解消に向けての整備である
と認識していますが、平成26年12月定例会での私の質問のなかで、武道館閉館解体について
の質問で、武道館の跡地利用については隣接する第三小学校の学校用地として整備して利用
するとの答弁がありました。理由については、第三小学校の農協通り校門周辺は狭く、登校時
間中に給食の搬入車両も出入りすることや、農協通りについては、自動車の交通量も多く、登
下校時の安全確保が必要であるため、武道館跡地から児童が登下校できるよう、新たに通用
門を設けるとのことでした。通用門の整備は終わっていますが、まだ、使用はしていないよう
です。今回、保育所が整備されることにより、新たに設けた通用門は校門より狭くより危険とな
るように思います。第３小学校の児童が安心・安全に登下校出来るような通用門の整備をお願
いし賛成討論といたします。

◎今回初めての試みとして、テーマを決めての意見交換会を開催します。子育てについて、議員と話をしましょう。皆さん是非参加してください。

その他
◉介護離職対策
◉総合児童センター、プール、認定子ども園総合計画 についても質問しました。




